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　◆研究キーワード　／　Keywords

 氏名： 中村　妙子　（NAKAMURA Taeko）
 所属： 人間文化創成科学研究科文化科学系
 学位： 博士（人文科学）／ Ph.D. ( Islamic History )
 職名： リサーチフェロー
 専門分野： 中世シリア史
 E-mail： nakamura.taeko@ocha.ac.jp

シリア／十字軍／イスラム（イスラーム）／ザンギー／ジハード
Syria ／ Crusaders ／ Islam ／ Zangid ／ Jihad

・中村妙子「初期十字軍とイスラム勢力－ 12 世紀前半のシリアにおける協定とジハードの検討を中心に－
( 合同部会：生成される宗教的《境界》)」『歴史学研究』, 2007 ( 833 ), pp. 172-180.

　中世シリア社会（おもに 12 世紀）についての総合的分析をめざしている。セルジューク朝末期の分裂期に
あたり、西欧からの十字軍勢力の侵攻にあった 12 世紀のシリアは政治的混乱期とみなされ、その研究も地方
史や十字軍史などの個別研究に片寄りがちであった。そこで、十字軍国家とシリア諸都市の間に勢力均衡構図
が生まれたことに注目してその「対立」と「共存」の分析を行ない、ザンギー朝がシリア統一の端緒を開くこ
とができたのは、この勢力均衡構図を崩したからであることを実証した。さらに、北方に隣接するもう一つの
キリスト教勢力であるビザンツ帝国と十字軍勢力との関係や、シリアの在地のウラマー（ムスリム知識人）の
動きについても、併せて研究している。

　◆主要業績　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総数（ 1 ）件

　◆研究内容　／　Research Pursuits
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

　文教育学部の「東洋史研究法」と「外国史入門講読 I」を担当した。「東洋史研究法」（おもに２年生対象）では、
イスラム史研究に用いられる主要な資史料を紹介して、それらが書かれた背景や研究方法との関連（「史料が
語る」ということの意味）を講義し、その上で英語論文 S. D. Goitein, A Mediterranean Society, 1967. の第１
巻第１章を受講者で分担して輪読し、実践的研究方法を体得させることに努めた。「外国史入門講読 I」（おも
に１年生対象）では、初学者むけに「史料に触れる楽しさ」を伝えることを最大目標とし、イブン・バットゥ
ータ『大旅行記』の邦訳（家島彦一訳注）を輪読した。学生が背景や関連事項を自ら調べることで史料の扱い
方を学び、高校までの歴史学習とのアプローチの違いを実感するように努めた。

　12 世紀のシリアの政治体制の変化にザンギー朝が果たした役割を、すでに提起したザンギーの政治外交政
策のほかに、ウラマー層（ムスリム知識人層）との関係の考察を加えることで、総合的に明らかにしていく。
ウラマー層の独立的政治行動が中世西欧都市の「自治」との比較や同一の視点からの把握になるという、とも
すると西欧の研究者が陥りがちな論理を排除し、また十字軍勢力だけでなくビザンツ帝国も含めたキリスト教
勢力の相互関係にも注目し、ザンギー朝の政策の独自性を検証する。

＜大学院へ入学を希望する人たちの中で、とくに専門分野と直接関わりのない職業に一定期間就いたあと大学
院への進学を希望する人たちへ＞

　お茶大は、「学びたい」という意欲を実現させる場です。社会人経験のある学生は、その間に培った柔軟な
思考と多角的視野を生かして研究に取り組むことができるでしょう。ぜひチャレンジしてください。歴史分野
の場合は、歴史史料をベースにして研究を行なうため、外国語や写本等の読み込みに多くの時間が必要となり
ます。在籍には授業料等費用がかかるので、入学後の円滑な研究のためにも、入学前に聴講等で実際に研究の
入り口に入っておくことをお勧めします。

　◆研究計画

　◆メッセージ




